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はじめに
来年の開催予定日から1年を切りましたが、

APACT Japanでは2012年8月1日付でホーム
ページを始動させました。事前に約一年間、山岡
雅顕先生、福井俊彦先生のご尽力により、パワー
ポイントで会議内容のアウトラインが示されてい
ましたが、具体的に登録画面に入れるようになり
ました。ただし、アブストラクトは9月1日より
受け付ける予定となっております。（http://www.
apact.jp/）

APACTの歴史は第9回アジア太平洋タバコ対
策会議報告（日本禁煙学会雑誌第6巻第1号、
2011年2月25日、3-5頁）に詳しく書きましたが、
日本における第2回目の開催、通算第10回目の
APACT会議が来年、8月18日から21日まで千葉
県、幕張メッセにて開催されることになりました
ので、準備の進捗状況をご報告いたします。

タイトルも変えて
従来、この会議は主催者としてアジア太平洋タバ
コ対策会議（Asia Pacific Association for Control 
of Tobacco＝APACT）としていますが、大会名は
Asia Pacific Conference on Tobacco or Health と
なっています。これは世界大会（World Confe-

rence on Tobacco or Health）の呼称に合わせたも
のでした。しかし、7月に開催されました第22回
総務委員会の席で、島尾忠男会長より、「APACT
が開催するカンファレンスを強調した方がよいの
では」という提案が出されました。議論を重ねた結
果、世界会議に倣うより、アジア太平洋としての
絆を強めるために “APACT Conference” とするこ
とに決定いたしました。これはAPACTという名
称にアジアを中心としたタバコ対策が凝縮されて
おり、あえて国際会議（大会）の名称に「タバコ」を
はめ込まないという意図のあらわれです。
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予算の膨らみ
今回の目玉として、① 受動喫煙対策実行自治
体討論会（知事による禁煙サミット）、② アジア地
区厚生大臣または厚生担当技官によるタバコ対策
シンポジウム、③ WHO指導の青年タバコ対策プ
レカンファレンスが挙げられています。現在交渉
中でありますが、プレーンパッケージを勝ち取っ
た、オーストラリア厚生大臣を招待できればと考
えています。知事によるシンポジウムが実現しま
すと、かなり大規模な宣伝やアッピールが必要と
なり、今回特別チームを編成いたしました。その
ため総予算が1億円を超える規模となり、事務局
長としても身が引き締まる思いがいたします。

国内の参加者が必要
今回のもう一つの特徴は、第7回日本禁煙学会
学術総会（大会長：作田学）と合同で行うことで
す。さらに認定指導者の皆さまにとっては、参加
することにより30単位が授与されるというおまけ
付きです。APACT会議の後に、禁煙指導セミ
ナー、認定試験も予定されております。
多くの方々にシンポジウムに参加していただく
という意図で、会場は4か所のみとなります。そ
の結果、一般論文発表はポスターセッションが中
心となります。どうしても口頭で発表を希望する
場合、シンポジウムの内容に沿った論文をご提出
していただき、学術委員会による査読によって、
シンポジストとして推薦された場合に限り可能性
があります。
前回のシドニー大会では760名参加しました
が、国内からは140名のみと聞いております。日
本ではぜひ半数の500名を超えていただき、合計
の参加者が1,000名となることを願っております。
皆さまの参加は、一人でも多くの青年たちをプレ
カンファレンスに招待することにつながります。
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さらに日本の医療関係者がタバコ対策に大きな貢
献をしているというアッピールにもなります。

アジアの国々がさらに活動を拡げる
作田理事長の報告にありましたように、タイで
は 11th National Conference on Tobacco or 
Healthで1,000名が集まったということですし、
台湾でも禁煙コンテストに3万人が参加して、賞
金は100万円とのことです。インドやバングラ

ディッシュ、インドネシアなどの喫煙対策も急速
に進んでいます。
日本で喫煙者が減少傾向にある今こそ、日本禁
煙学会が禁煙希望者に救いの手を延べるとともに、
政府に対しても値上げ交渉や、喫煙場所の制限な
ど強力に推進していかなければならないのではな
いでしょうか。第10回という節目でもありますの
で、是非皆さまのご協力をお願い申し上げます。

APACT Japanのホームページ（http://www.apact.jp/）


